
はしがき 
 
平成 16 年度から平成 18 年度に実施された本研究課題は、90 年代後半からの民主化・地方

分権化の動きのなかで大きな社会経済変容に直面しているインドネシアにおいて、地方分権

化が地域の自然資源管理や社会経済活動に及ぼしている影響を明らかにするために構想され

た。京都大学は、スラウェシ島、なかでも南スラウェシ州において臨地調査の長い経験を有

しており、同州の国立ハサヌディン大学と緊密な協力関係を築いてきた。本研究課題は、そ

の協力関係を基盤に、スラウェシ島を中心にこの研究目的に迫ることとし、同大学との緊密

な共同体制のもとに実施された。 
 「スラウェシ地域研究に向けて」という本研究課題の副題が示すように、調査の対象とな

ったのは、南スラウェシ州にとどまらず、スラウェシ島北部のゴロンタロ州、中部の中スラ

ウェシ州に及んでいる。南スラウェシ州においては、この島を特徴づける山地と島嶼という

二つの生態環境に着目して、同州北部のタナトラジャ地域およびマカッサル海峡に散らばる

スプルモンデ諸島を主要な調査地域とした。両地域が、生態環境を視野に入れながらスラウ

ェシ地域研究の一つのモデルケースとなると判断したからである。 
また、スラウェシ島における社会経済変容を探るうえで、同島と他地域との関係、とくに

人やモノの移動をも視野に入れた地域間の経済活動にも目を向ける必要がある。と同時に、

スラウェシ島周辺で繰り広げられてきた人々の交流史もスラウェシ地域研究に欠かすことが

できない研究課題である。地域が、その土地から得られる資源だけでなく、他地域とのネッ

トワークのなかで得られる資源にも依存しながら形成されるという考えにもとづいて、本研

究課題では、スラウェシ島とカリマンタン島やその他の地域とのあいだの人やモノ、情報の

移動についても調査を行った。 
 研究調査と並行して、本研究課題を遂行するにあたって、ハサヌディン大学におけるスラ

ウェシ地域研究のための基盤整備にも力を注ぐこととした。21 世紀 COE プログラム「世界

を先導する総合的地域研究拠点の形成」（平成 14 年度～平成 18 年度）によってハサヌディ

ン大学に設置されたマカッサル・フィールド・ステーションの整備・運営に研究代表者・分

担者の多数が関わり、この研究拠点を、プロジェクトの研究期間終了後もスラウェシ地域研

究の拠点として維持する体制を整えた。同ステーションには、この成果報告書末尾に示した

ように、スラウェシ地域研究に資する多数の関連図書・資料・地図等が整備されるようにな

り、本研究課題の研究者だけでなく、スラウェシ研究に携わる内外の研究者・学生に利用さ

れている。 
 本成果報告書は、以上の３カ年にわたる研究活動をもとに、代表者・分担者・研究協力者

が新たに書き下ろした調査報告をとりまとめたものである。本書をもとにスラウェシ地域研

究の今後の展開に向けた研究成果をさらに公刊する予定であるが、まずは、その成果の一端

を本書から汲みとっていただければ幸いである。 
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